
勤労者通信大学コース紹介

入門コース

受講料……8,000 円
テキスト……A5判　176 ページ
通信……2回発行（3か月に 1回）
テストと添削……2回（3か月ごとに 1回提出）
標準学習期間……6か月（4月開始の場合、4～ 9月）
オンラインスクーリング、受講生用ウェブサイトあり

私らしく生きるため、社会のしくみを
科学的にとらえる学びの入口

生き方と社会についてともに考え、あきらめない生き方を切り拓くのが入門コースの学びです。

「誰もが人間らしく生きられる社会」実現の手がかりを！

情勢に対応し、部分改訂



扉ひらく入門コースの学び

長久 啓太
岡山県学習協事務局長・入門コース教科委員会責任者

●社会の仕組みが見えてくる
　自分らしく、豊かに生きていきたい。人間であれば誰もが願うことではないでしょうか。しかし今、
社会のさまざまな分野で「行き詰まり」を感じることが多くなっているように思います。物価上昇に
追いつかないどころか横ばいの賃金水準、ケア労働者の処遇は改善されず、政府の気候危機対策は本
気さがまるでない。進む少子化、職場も人手不足、地方は深刻な人口減少。貧困は広がる一方、防衛
費の異常な膨張と戦争準備は急ピッチで…。見通しが持ちにくい社会で、気持ちが晴れ晴れとするこ
とが少ない日々…。
　そんな空気が社会を覆えば、１人ひとりの生き方も当然影響を受けます。自分のことでせいいっぱ
いで、他者や社会への無関心が広がっているのではないでしょうか。コスパ重視の資本主義の論理を
１人ひとりが内面化し、なんでも損得勘定で考えてしまう…。
　でも、社会の仕組みがみえたとき、違う選択肢、もっと別の考え方に出会うことができます。勤労
者通信大学はそのよい教材になります。なかでも、入門コースはテキストもコンパクトで学びやすく、
好評です。
　テキスト冒頭『とびらをひらく』には、「大事なことは、現在の社会について、どんなしくみで、
どんな動き方をしているのか、何が問題なのかを、自分の頭で学び分析できることです。『私らしく
生きること』の前に立ちはだかるものの正体を知ることです。そのためには、知性をみがき、科学的
にものごとを考える力を身につけていく必要があります。その後押しをするのが、この入門コースの
テキストです」と書かれています。さらに 2025 年、入門コースは最新の情勢やデータにもとづき
部分改訂され、さらに学びやすくなっています。

●学ぶことは楽しい。仲間と学ぶともっと楽しい
　学習は人と組織を元気にします。新しいことを知るのって楽しいですし、自分のしている仕事や活
動を違う角度から見直すことができたり、自分のものの見方が更新されます。そして、社会が構造と
して押しつけてくる「苦しさ」「息苦しさ」を、構造もふくめ学びあうことで、気持ちがラクになる
ことがあります。職場の仲間のたいへんさの背景がわかったり、今まで見えていなかったものが見え
てきたり。気持ちのベクトルが変わると、がんばり方も変わります。
　そして、ぜひ、仲間と一緒に学んでください。ノーベル物理学賞を受賞した益川敏英さんは「仲間
との議論はほんとうに有益でした。たとえば何か疑問が生じたとき、先生に質問したとすると、正し
い答えが返ってくればそれで終わりです。でも、その疑問について友人どうしで議論したりすると、
みんなの考え方が縦横に広がっていくんです。その過程で相手に教えたり、教えられたりの切磋琢磨
ができるし、いままで気づかなかった新しい発見が生まれることもあります」と述べられています
（『「フラフラ」のすすめ』講談社）。
　そんな学びの面白さを、ぜひ身近な仲間と一緒に味わいたいですね。みなさんの受講を、心よりお
待ちしています。



　入門コースは、生き方と社会のしくみを科学的にとらえる、勤労者通信大学の学習への新しい入り
口として、はじめて社会科学を学ぶ方から好評をいただいています。1人でも読みすすめられるよう
な工夫をしていますが、より学習効果が高いのが集団学習です。コンパクトなテキストなので読み合
わせもしやすく、討論もはずみます。

とびらをひらく

第１章　生活のゆとりと人間らしさ

　第１節　自分の生活を大事にする

　第２節　働くことについて

　第３節　人間らしく生きるために

第２章　資本主義社会で生きている

　第１節　資本主義社会とはどんな社会か

　第２節　資本主義社会の運動と矛盾

　第３節　現代の資本主義社会の特徴

第３章　社会は進歩・発展する

　第１節　人間社会の歴史とその発展

　第２節　人びとのたたかいと社会発展の力

　第３節　両性の平等をめぐる歴史と現在

第４章　民主主義ってなんだ！

　第１節　民主主義はどのように生まれたか

　第２節　日本国憲法の歴史的意義

　第３節　職場と地域のなかの民主主義

第５章　私たちが未来を決める

　第１節　現代日本におけるせめぎ合い

　第２節　資本主義を乗り越える社会を展望する

　第３節　私が変わる、社会も変える

ZOOMを活用したオンラインスクー
リングを開催しています。

※右の QR コードで、

過去のスクーリン

グ動画がご覧いた

だけます。



入門コース 受講生の感想

●学校で学ぶことの内容でためになる

　組合でこうした学習があるけど受講してみない

か？と声掛けがあり、受講してみました。大人になっ

てから学ぶ機会もなく、学校でも学ぶこともない内

容でしたので、大変ためになりました。

（埼玉、埼玉土建、40 代 )

●疲れている仲間にも「楽しいよ」と誘いたい

　私は昨年から労働組合に勤めています。労働者の

権利とは何か？一から学びたいという気持ちと、組

合の専従者として、今後社会に向けてどんな働きか

けが必要なのかを知りたい！という思いを持ち、受

講を決意しました。

　正直なところ、若者は日々の生活・仕事で疲れ

て、集会などに参加する気力も持てない状況なのか

なと感じてはいますが、テキストを読んでいき、「勤

通大の学習楽しいよ」「世間の見えないことが見え

るようになる」と広げていきたいですし、若者の学

習の場がふえていけるように働きかけていきたいで

す。	 	 	 　（長崎、組合専従、30 代）

●学習会に来てみたら楽しい！

　交渉の場に参加することがあるので、労働条件な

ど詳しく知りたいと思い受講しました。

　職場の若い人たちは、組合に参加して交渉しても、

何も変わらないと思っている人が多く残念です。変

えていきたいです。

　学習会に参加する人は、面白いといって受講して

くれるので、参加する人を大事にしたい。参加者を

増やしたい。	 　　　　（岡山、自治体職員、30 代）

●民主的経営も学習がなければ

　労組の動きもよくわからないので、学びたいと思

いました。組合と経営陣の共通した社会的要求につ

いても、言葉だけ先行し、仲間で学ぶ場がないのが

一番問題だと思う。	 （東京、医療従事者、20 代）

●物事の変化と発展を知り希望を感じる

　組合運動にかかわって、10 数年が経ちますが、

人に説明するのはまだまだ足りず、日々学習が必要

だと感じています。執行部でみんなで学ぼうという

ことになり、受講しています。スクーリングの前後

にテキストを読んでみんなで励ましあっています。

　唯物論や、弁証法など、難しくなかなか理解がで

きませんが、物事はじっとそのまま動かないのでは

なく、「変化、発展」するという見方は希望を感じ

ます。ぼーっとしたり、ひとりでものを考える「時

間」を持つことの重要性を感じています。労働時間

の短縮は重要だと思います。(50 代、岡山、女性 )

●地方議員仲間や地元の方々と読み合わせ

　毎月１回、３時間学習しています。講師ひとりに

学生３人。１章ごとに読み合わせて、学生が思うこ

と、感じたこと、職場のこと等、発言しあっています。

　生活のゆとりと人間らしさ。資本主義社会で生き

ている、社会は進歩・発展すると学習して、また文

字を見て読んでいくこと、新鮮です。そしてみんな

の考えを聞いて、自分の考えを聞いて、自分の思い

を話し、深められるこの時間がとても楽しく充実し

ています。	 　　　　　（埼玉、地方議員、60 代）
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